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●　災害対応・防災拠点を担う施設
　・災害時には避難者を受け入れられる施設
　・避難者が利用できる備蓄倉庫等を設置
　・ガス化溶融炉による災害廃棄物の速やかな処理
　・多目的広場を災害ごみの一次仮置場として利用

●　環境学習の拠点となる施設
　・管理棟内の環境学習スペースの設置
　・管理棟から各処理棟を一筆書きで見学できる通路を設置
　・様々な発電設備の設置

●　自然と地域を融合した施設
　・多目的広場は、通常は芝生広場として利用
　・旧山陽道（西国街道）との連結による自然散策

基本理念

●　資源循環・エネルギー利用に優れた施設
　・処理物すべての再資源化による最終処分（埋立）量ゼロ
　・ごみの持つエネルギーを利用したバイオマス発電

～最終処分量ゼロシステムの構築～～最終処分量ゼロシステムの構築～

広島中央エコパークの概要 基本理念
～快適に暮らせるまちの実現〜

『高効率ごみ発電施設』と『汚泥再生処理センター』を中核施設として「先進的な循環型社会の拠点」、「地域住民や市民の交流の場」となる施設を実現します

広島中央エコパークは 2 市 1 町のほぼ中心広島中央エコパークは 2 市 1 町のほぼ中心
に位置しますに位置します

東広島市東広島市

大崎上島町大崎上島町

竹原市竹原市
賀茂環境センター ●賀茂環境センター ●

●大崎上島クリーンセンター●大崎上島クリーンセンター

広島中央エコパーク広島中央エコパーク
★★

　広島中央エコパークは、広島中央環境衛生組合を構成する東広島市、竹原市、大崎上島　広島中央エコパークは、広島中央環境衛生組合を構成する東広島市、竹原市、大崎上島
町の『ごみ』と『し尿』を町の『ごみ』と『し尿』を広域的に共同処理広域的に共同処理する最新の施設として、令和3年10月1日からする最新の施設として、令和3年10月1日から
供用開始しました。供用開始しました。
　なお、広島中央エコパークは、2市1町で稼働中の『ごみ焼却施設』3施設と『し尿処理施設』　なお、広島中央エコパークは、2市1町で稼働中の『ごみ焼却施設』3施設と『し尿処理施設』
３施設を３施設を同一敷地内に集約同一敷地内に集約することにより、次のような効果が生まれます。することにより、次のような効果が生まれます。
　⃝ 最新の技術を取り入れた、より安全・安心な施設となります。　⃝ 最新の技術を取り入れた、より安全・安心な施設となります。
　⃝ 建設コスト・処理コストを軽減することができます。　⃝ 建設コスト・処理コストを軽減することができます。
　⃝ ごみ処理施設とし尿処理施設の相互利用により、効率的な運営となります。　⃝ ごみ処理施設とし尿処理施設の相互利用により、効率的な運営となります。

区　分 面　積 人口（R ３.3末時点）

処理エリア 約796㎢ 220,655人
構 

成 

市 

町

東広島市 約635㎢ 188,969人

竹原市 約118㎢ 24,378人

大崎上島町 約 43 ㎢ 7,308人

令和３年１０月
オープン

多目的広場多目的広場
（災害ごみ仮置場）（災害ごみ仮置場）

高効率ごみ発電施設高効率ごみ発電施設

管理棟管理棟

計量棟計量棟

汚泥再生処理センター汚泥再生処理センター
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